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ごあいさつ

　私共は、地域住民の皆様との共生を育み、責任ある自律型組織に立脚した、
生命あふれる企業体としての日々の企業活動に創業以来邁進してまいりました。
さらにエコアクション２１活動に取り組んでからは
従業員の環境意識が飛躍的に日々高まるのを感じております。
　今後も、各ステークホルダーに位置する様々な立場の方々のご意見を
「環境活動レポート」に反映させ、より環境配慮に根差した
地球環境経営を標榜する責任ある企業を目指してゆく所存でございます。
　以上を私共、エバオン株式会社の社会への宣言とさせていただきご挨拶に代え
させて頂きたいと思います。

代表取締役社長　前西　衛
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　環境保全が経営の重要課題であることを踏まえ、環境経営システムを構築・運用し、

　エバオン株式会社は、その取扱商品である軸受・一般産業機器、環境・省エネ機器を通じて環境問題に

対して社会に貢献するとともに、その事業活動における環境負荷の低減のための活動に取り組みます。

制定　２００６年１１月　７日

【１】　経営理念

１．お客様第一主義で

　会社の繁栄は、お客様の繁栄によってもたらされる。

　お客様に感謝すること、お客様あっての会社であることを片時も忘れてはならない。

　お客様の要求に充分に応えることこそ会社の責務であり、社会的責任を果たすことである。

２．誇りの持てる魅力ある会社を

　企業を人間成長の場と考え、人格の向上を目指してお互いに切磋琢磨することによって

　より豊かな人間となる様に努力しことによってより豊かな人間となる様に努力し

　自分の能力を充分に発揮し伸ばし、豊かで幸せな生活と明るい未来を築くことを目標とする。

３．限りなき挑戦を行う

　会社をより大きく発展させ続けることが、社会に貢献している事である。

　今日より明日、今年より来年へとより大きなお客様の満足と働きがいの

　ある会社の創造を目指し、限り無く挑戦し続けます。

【２】　環境経営方針

全社一丸となって自主的・積極的に環境保全活動に取り組みます。

１．環境関連法規制及び当社が約束したことを順守します。

２．環境負荷の低減を目指して以下について具体的な環境目標を定め、

　　実施計画を立て、継続的改善に努めます。

　① 低炭素社会のためのエネルギーの効率的利用と資源の削減

　　　・使用電力の消費量削減

　　　・使用燃料の消費量削減

　② 循環型社会のための省資源、廃棄物の削減

　③ 使用水量の削減

　④ 化学物質の適正管理

　⑤ 環境・省エネに対応した取扱商品の販売促進

　⑥　社内システム化の推進による生産性向上

この環境方針はすべての従業員に周知させ環境意識向上を目指します。

改定　２０１９年　６月　１日

　エ バ オ ン 株 式 会 社

代表取締役社長　
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　　代表取締役会長　前西　佳信

【３】　登録事業所の概要

１．事業者名及び代表者名

　　エバオン株式会社

　　代表取締役社長　前西　衛

２．所在地

本社 〒542-0064

大阪市中央区上汐１丁目１番５号 【本社】
TEL：06-6768-1005（代表）

東京営業所 〒111-0054

東京都台東区鳥越２丁目７番１２号　ＯＫビル３Ｆ

TEL：03-3866-3636

掛川営業所 〒436-0074

静岡県掛川市葛川３４２番４号

TEL：0537-22-1393

東大阪営業所 〒578-0956

東大阪市横枕西６番２９号・３０号

TEL：072-960-3920

宇都宮営業所 〒320-0826

栃木県宇都宮市西原町４３０番１０号 【東京営業所】
TEL：028-684-2053

【掛川営業所】

【東大阪営業所】

【宇都宮営業所】

宇都宮営業

所

東京営業所

掛川営業所

本社・大阪営業所、東大阪営業

所
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３．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

　　責任者　　総務部　次長　　　　　　　 ：　高田　伸一　　　　大阪本社　TEL：06-6768-1170

　　担当者　　総務部　　　　　　　　 　　：　萩山　詩衿　　　  大阪本社　TEL：06-6768-1170

４．事業内容

　　軸受及び付属品の販売

　　駆動関連部品・装置及び産業機械装置の販売

　　取扱品目

　　ベアリング、ブッシングプーリー、空圧機器、油圧機器、搬送機器、環境・省エネ機器、電磁機器

５．事業規模

活動規模 ２０２０年度
(2020.6-2021.5)

２０２１年度
(2021.6-2022.5)

２０２２年度
(2022.6-2023.5)

売上高 (百万円) 2,927 3,426 3,652

宇都宮営業所 4 5 4
東大阪営業所 12 18 16

従業員 (人)

総員 95 94 91

61 55 56
東京営業所 12 12 9
掛川営業所 6 4 6

本社

1,069 1,069

床面積 (㎡)

本社 1,848 1,848 1,848
東京営業所 120 232 232
掛川営業所 390 390 390
宇都宮営業所 356 356 356
東大阪営業所 1,069

エバオン株式会社　環境経営システム組織図（２０２２．６～２０２３．５）
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様式　５－０１ 作成日　２００６年１０月２３日　

更新日　２０２２年　６月　１日　

認証・登録の適用範囲

住所：大阪市中央区上汐１－１－５ 　代表者

関連事業所：東京営業所、掛川営業所 　社長　　前西　衛

　　　　　東大阪営業所、宇都宮営業所

活動 ： 軸受及び付属品の販売 　環境管理責任者

      　 駆動関連部品、装置及び産業機械 　　総務部次長　高田伸一

　　　　装置の販売 　環境事務局
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様式 6-01 (6．実施体制の構築)

作成者：
更新日：

エバオン株式会社 役割・責任・権限表

・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成

高田伸一
2018/06/01

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理、
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告・
・環境活動レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動実施計画の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

部門長

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

EA21推進委員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められた事を守り自主的・積極的に環境活動へ参加
・自部門の従業員と共に、率先・協調して取組を進める
・自部門の問題点の発見、是正、予防について部門長に提言する
・各部門長を補佐する

EA21推進委員会 ・環境目標・環境活動実施計画書の原案の作成
・環境関連情報の集積・全社への周知・実施方法の検討
・月１回推進委員会開催（活動の四半期チェック）

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

6 ページ



トップへ

□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇
〇

〇

【電力による二酸化炭素の削減】

・冷房温度設定28℃±1℃/ 暖房温度設定20℃±1℃/不使用部屋の消灯

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

【４】　環境目標とその実績

項　目 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 95,536 99,852 97,210

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 2,014 2,318 2,534
　産業廃棄物排出量 0 0 5,840

水使用量 846 728 778

0.418

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値 2022年
評価

2023年 2024年

（基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

電力による
二酸化炭素削減

kg-CO2 63,275 63,545 51,314 52,823 52,823

基準年度比 2018年 100.4% 81% 83% 83%

原単位 kWh/百万円 33.5 33.7 34 28.0 28.0

自動車燃料による
二酸化炭素削減

kg-CO2 81,753 79,375 45,896 63,275 63,311
基準年度比 2018年 97% 56% 77% 77%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 145,027 142,920 97,210 116,097 116,134

一般廃棄物の削減
kg 3,480 3,396 2,534 3,358 3,302

基準年度比 2018年 98% 73% 96% 95%

水道水の削減
㎥ 1,047 1,055 778 648 647

基準年度比 2018年 101% 74% 62% 62%

適正管理 化学物質管理はSDS評価を実施し適切に管理しています。

営業支援システムの構築 2020年度より運用開始し、営業効率の向上を図ることが出来ています。

【５】　主要な環境活動計画の内容・評価・次年度目標

『キャノピースイッチの設置』 『不使用な電気の消灯』

数値目標 活動 取組結果とその評価、次年度の取組計画
空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○ 空調温度は守られていると思うが感染症対策のため

換気を定期的行ったため空調効率が
悪くなったと考えられます。

来期も節電の対策を考える必要があると考えられます。

昼休み、不要時の消灯（誰も居ないフロア・エリア） 〇
ブラインドなどの利用、熱の出入りを調節 △

本社 東京営業所 掛川営業所 東大阪営業所 宇都宮営業所 合計

電力の削減
(kWh)

目標 62,041 10,748 13,109 27,903 6,427 120,228
実績 66,440 12,444 12,093 22,246 9,537 122,760

目標比 107% 116% 92% 80% 148% 102%

構成比 54% 10% 10% 18% 8%

次年度目標(kWh) 43,429 10,748 13,109 26,229 6,427 99,942

主な活動内容

 今年度の事業所単位での達成目標内訳  / 次年度目標
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10,000 
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全社電気使用量

2018年 2022年

7 ページ



【自動車燃料よる二酸化炭素の削減】

・アイドリングストップ　・急加速/急停車の防止

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

▼二酸化炭素排出量(kg-CO2)

数値目標 活動 取組結果とその評価、次年度の取組計画
アイドリングストップ ◎ どの時期も目標値を達成しているが保有車両数

車種が変わっている営業所もあるため基準年の見直しが
必要である結果になりました。

引き続き効率的なルートでの配送、アイドリングストップ
心掛けをしていきたいと思います。

効率的なルートで配送 ◎
定期点検（タイヤは最適な空気圧に） ◎

ドライブレコーダーの活用によるエコ運転推進 ◎
エリア別営業活動の見直し ◎

本社 東京営業所 掛川営業所 東大阪営業所 宇都宮営業所 合計

自動車燃料
(ガソリン)

(L)

目標 12,928 3,604 6,295 7,722 1,865 32414.6
実績 7,249 3,116 1,721 3,317 1,608 17010.8
目標比 56% 86% 27% 43% 86% 52%
構成比 43% 18% 10% 20% 9%

次年度目標(L) 6,596 3,725 6,231 7,644 1,846 26,041

自動車燃料
(軽油)(L)

目標 1,026 軽油車両無し 軽油車両無し 0 591 1617.28
実績 284 軽油車両無し 軽油車両無し 1,478 731 2,493
目標比 28%

次年度目標(L) 524 － － 0 585 1,109

本社 東京営業所 掛川営業所 東大阪営業所 宇都宮営業所 合計

－ － - 124% 154%
構成比 11% － － 59% 29%

20,084 29,580 8,538 129,630
実績

構成比 49%

16,995 9,602 93,397
目標比 77%

45,322 12,430 9,047
57% 112% 72%

13% 10% 18% 10%

97% 45%

次年度目標(kWh) 34,807 13,134 19,935 10,964 8,478 87,317

電力の削減
(kWh)

目標 58,574 12,855

主な活動内容

  今年度の事業所単位での達成目標内訳  / 次年度目標
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【総排水量の削減】

・止水を確認する

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

【一般廃棄物排出量の削減】

・両面印刷の推進/裏紙使用/印刷ミスの防止/紙類の用品のムダ遣い防止

『段ボールのリユース』 『ゴミの分別』

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

数値目標 活動 取組結果とその評価、次年度の取組計画
節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○

今期は、本社で原因不明のメーター低下・掛川営業所でメー
ター増加があったため正確な数値が取れなかった。
メーターの不具合が起こっていない時期に関しては

増加傾向にみられるので今後も節水対策が必要である。

日常の節水励行 ○
水道水の締め忘れ防止の徹底 ◎
節水への取り組み意識の徹底 ◎

本社 東京営業所 掛川営業所 東大阪営業所 宇都宮営業所 合計

総排水量(㎥)

目標 676 82 13 244 40 1054.98
実績 326 84 53 271 44 778
目標比 48% 102% 408% 111% 110% 74%
構成比 42% 11% 7% 35% 6%

次年度目標(L) 270 82 13 244 39 648

数値目標 活動 取組結果とその評価、次年度の取組計画
分別の徹底 ○ 今期から経費精算を電子化で行えるようにしました。

電子化にすることにより紙類用品の無駄遣いは減り
データでの管理、領収書などの紛失を防ぐことなど

様々な効率が良くなりました。
他にもゴミの分別化として木箱で作成致しました。

来期も新しい取り組みを行いたいと思います。

梱包材の再利用 ◎
データベースなどの利用による文書の電子化への取組 ○

帳票見直しによる印刷物の削減 ○
裏紙の使用、両面印刷 ◎

本社 東京営業所 掛川営業所 東大阪営業所 宇都宮営業所 合計

廃棄物排出量
(可燃ゴミ)

(kg)

目標 1,038 505 60 203 1,590 3396.2
実績 1,099 501 194 190 550 2533.75
目標比 106% 99% 324% 94% 289% 75%
構成比 43% 20% 8% 7% 22%

次年度目標(kg) 1,038 500 60 203 1,557 3,358

主な活動内容

主な活動内容

  今年度の事業所単位での達成目標内訳  / 次年度目標

  今年度の事業所単位での達成目標内訳  / 次年度目標

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

（㎥） 全社水道水使用量

2018年 2022年

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

Kg 全社一般廃棄物量

2018年 2022年

9 ページ



【環境・省エネ商品の選択】

・グリーン購入促進/燃費の良い自動車を採用

写真挿入

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

◆本社

◆東京

◆掛川

◆東大阪

◆宇都宮

通年で最も大幅に目標達成し削減に至ったのは車の排出量でした。月単位で達成出来ない月はありつつ通年で大幅削
減の結果となりました。二酸化炭素において、対照的に最も目標達成からほど遠いのが電気使用量です。今年の基準
値は、今迄基準年が3階利用時のみの時だった為、4階も使用している現状に合わせた新基準を作り新基準の初年とし
て今期の良かった点は、エアコン稼働時期(7～8月,12～2月)でも削減に至りました。来期以降今期の節電の工夫を繋げ
ていける成果が出来た反面、課題としては通年では大幅増加で、その反省点は精査し他の節約すべき各課題も含め、
如何に目標達成に向け何を工夫したか等に重きを置き、目標値というゴールは分かりやすいかもしれませんが、反省点
や必要な事は何かを心がけて実践した先に、結果としてついてくればと。

新車の写真

数値目標 活動 取組結果とその評価、次年度の取組計画
事務用品グリーン購入 ◎ 今期から来客用飲料をラベルレス対応や

低燃費であるハイブリッド車を納車致しました。
他にも事務用品/消耗品をグリーン対象商品の購入等

高評価だと思います。
引き続き環境・省エネ商品の選択を心掛けます。

有害性の少ない資材購入 ○
省エネ性能の高い電気製品の購入 ◎

本社 東京営業所 掛川営業所 東大阪営業所 宇都宮営業所 合計

環境
省エネ商品

(円)

目標 8,000,000 300,000 1,200,000 20,000,000 77,448,000 106,948,000

実績 7,420,589 1,593,000 1,150,330 23,252,739 79,912,000 113,328,658

目標比 93% 531% 96% 116% 103% 106%

構成比 7% 1% 1% 21% 71%

次年度目標(kg) 8,000,000 ー 1,200,000 20,000,000 81,320,400 110,520,400

【６】サイトごとの総括(今期の総括・来期の目標および取組)

昨年（2021年度）はコロナのピークでもあったことから頻回の換気などにより大幅に電量消費量が増加しましたが、今年
度はそこから7％減少させることが出来ました。来期(2023年度)は換気頻度を減らすことで空調効率の低下を抑える事で
基準年レベルま戻すことは可能と考えます。加えて全館の照明をLED化したことにより大幅な電力削減が見込まれま
す。
自動車燃料においては、コロナで車両更新がストップしていましたが、来期からエコカーへの更新を順次進めることで、さ
らなる燃費向上を図ります。

通年の全体結果としては省エネ・各項目削減の努めることができました。一般廃棄物については増加結果となりますが、
もともとの数値が低いものであり適正基準がどこに置くかが焦点となります。
昨年同様人員の変更や社用車の変更があることから、基準年との比較については見直す必要がありますが、他拠点と
の基準年の統一性を求められるため、数字上の大きな変動がみられる箇所は致し方ないものとなります。

1年間を通して全体的には目標達成をすることができました。自動車の排ガスなどに関しては、減少したと評価できるか
もしませんが、積極的な営業活動が出来ていないという反省点もございます。水の消費量に関しては、ひとりひとりが意
識をもつことにより、社内の注意喚起などが周知されてきているようにも感じられます。電力消費に関しては、昼休みの
消灯が挙げられます。環境省エネ商品の販売に関しても、高効率商品をはじめ、幅広く販売できたことが数字を大幅に
伸ばすことが出来ました。東大阪営業所として、今まで以上に貢献できるように努めてまいります。

今期は全体的に厳しい結果となってしまいました。
特に夏場のエアコンに使用方法は事務所には2機ありますが、状況に応じた使い方が必要だと感じました。
自動車の排気ガスに関しては、新規開拓活動の一環としてエリアを広く活動をしましたが
不慣れな場所での活動でしたが、効率よく活動する方法を考える必要がありました。
一時期営業所員の人数が3名になっておりましたが
来期は2名増員で5名で活動しますので目標達成に向けて取り組んでまいります。

主な活動内容

  今年度の事業所単位での達成目標内訳  / 次年度目標
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・各サイトごとの取組の実例

【宇都宮営業所】

①倉庫内照明の間引き ①トイレタンクに水入りペットボトルを設置

②エアコン稼働台数の間引き
２台　→　１台

③温水器の使用停止 ①PCFAX化による廃棄物の削減

★低燃費車導入実績（現在稼働中）

【東京営業所】

ミライース（２台）　低燃費車

燃費　３３．４ｋｍ／Ｌ（カタログ値）

【本社】

フィット（１台）ハイブリッド車 シャトル (２台)ハイブリッド車 アルトエコ（１台）　低燃費車

燃費　３６．４ｋｍ／Ｌ（カタログ値） 燃費　３４．０ｋｍ／Ｌ（カタログ値） 燃費　３７．０ｋｍ／Ｌ（カタログ値）

プリウス（１台）　ハイブリッド車プロボックス (２台)ハイブリッド車

燃費　３０．３ｋｍ／Ｌ（カタログ値） 燃費　2７．8ｋｍ／Ｌ（カタログ値）

◆電力削減 ◆水道水削減

◆一般廃棄物削減

今期は全体的に厳しい結果となってしまいました。
特に夏場のエアコンに使用方法は事務所には2機ありますが、状況に応じた使い方が必要だと感じました。
自動車の排気ガスに関しては、新規開拓活動の一環としてエリアを広く活動をしましたが
不慣れな場所での活動でしたが、効率よく活動する方法を考える必要がありました。
一時期営業所員の人数が3名になっておりましたが
来期は2名増員で5名で活動しますので目標達成に向けて取り組んでまいります。
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全事業所

自動車NOｘ・PM法
大阪府自動車流入規制

自動車（ディーゼル車） 本社・宇都宮

【７】　環境関連法規制の順守状況

関連する主な環境法規制は次の通りである。

法規制の名称 該当する設備・項目 該当事業所

廃棄物処理法 一般廃棄物

コロナの５類移行により世の中がコロナ前に戻ってほしいという期待感が増しています。そのような中、弊
社の今期業績は昨年比約7％の売上増となりました。　営業支援システムの運用は完全に軌道に乗り、営
業部門の業務効率は改善されました。　一方で今年度を予定していた物流在庫管理システムの刷新は大
幅に遅れ、来期からようやく着手する見通しとなり、商品出荷の迅速化と物流業務の大幅な効率化を図っ

て参ります。　また、これらの業務効率化以外にも照明のLED化などCO2削減の面においてもより一層の努
力を行っていきたいと考えております。

見直し事項
　【環境経営方針】

　　　見直しはありません。(2019.6改訂版)
　

　【環境経営目標・計画】
　　　現況と乖離している項目については基準年数値の見直しが必要です。

　
　【実施体制】

　　　変更の必要はありません。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年6月30日

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。
また、過去３年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。

【８】　代表者による全体の評価と見直し

消防法 防火設備の定期点検

全事業所

自動車リサイクル法 自動車

小型家電リサイクル法 パソコン、その他電気・電子機器

家電リサイクル法 ＴＶ、冷蔵庫、エアコン、洗濯機

フロン排出抑制法 業務用エアコン

　　顧客要求事項
指定化学物質の管理
（非使用/基準遵守等）

環境マネジメントシステムの運用
　　掛川・宇都宮
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